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令和４年度　森林環境譲与税の使途に関する事項の公表

京　都　府

久御山町

　森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律第34条第３項の規定により、令和４年度の森林環境譲与税の使途に関する事項を公表します。

令和5年10月20日

１　総括表

（１）使途別事業一覧

使途・目的 事業名 事業総額

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）の推進

その他森林整備事業

人材の育成及び確保

森林の有する公益的機能に関する普及啓発

木材利用の促進
母子保健推進事業
まちの駅施設運営・維持管理事業

その他森林整備の促進に関する事業

基金積立 久御山町森林環境保全基金

令和４年度に活用した森林環境譲与税の総額

（参考）令和４年度に譲与された森林環境譲与税額

（参考）令和４年度に基金から取り崩した額

森林整備

森林整備の促進



（２）森林環境譲与税の活用による事業評価（総括）

うち当該年度の森
林環境譲与税

（千円）

うち基金取崩額
（千円）

うち他の財源
（千円）

550 550
　町内で出生が確認された家庭へ対し、木
製のお祝い品（離乳食用スプーン、ベビー
スプーンと動物型名札）製作し贈呈した。

92 92

 まちの駅クロスピアくみやまの１階ロビー
にあるカウンター用に木製椅子を設置し
た。

952 952 952
 新たな公共施設建設に係る木質化等に充て
るため、残額を基金に積立。

【ワンフレーズ】
　・森林環境譲与税を活用し、子どものいる家庭と公共施設において木材利用の促進が図れた。
【詳細】
　・本町は、町内に森林管理制度の対象となる私有林人工林がないため、本税を木材利用・普及啓発推進に活用することとして取り組んでいる。
　　令和４年度においては,町内で出生が確認された家庭に対し、木製のスプーンと木製名札を贈呈した。
　・又、まちの駅クロスピアくみやまにおいては、新たにカウンター用に木製椅子を設置することで、施設を利用する住民等に木材の良さを実感する機会を提供
　　することができた。　　　

２　各事業の実績
事業総額（千円）

母子保健推進事業
 木製の離乳食用スプーン３本及び木製の
動物型名札を100セット製作

まちの駅施設運営・維持管理事業
 まちの駅クロスピアくみやまの１階ロ
ビーにカウンター用木製椅子３台を製作し
て設置

久御山町森林環境保全基金

事業名
当年度の基金
への積立額
（千円）

事業内容 実　績


